
   

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

青葉若葉のさわやかな風の吹く季節になりました。入学して１ヶ月が経ち、中学校の

授業にも慣れてきた頃だと思います。これからは体育祭などの行事や、部活動が始まり、

今度は集団での生活が本格的に始まります。集団の中でどのように振舞い、仲間のため

にどんなことができるか、学年のキャッチフレーズである「あい」がたくさん生まれる

ように、思いやりを持って生活していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の授業が始まって１ヶ月が経ちましたが、授業に対してどのように取り組んで

いるでしょうか。予習・復習に力を入れる子、発表を頑張る子、ノートをわかりやすく

まとめる子、取り組み方は人それぞれだと思います。ここで、ひとつオススメの学習方

法を紹介します。みなさんはドイツの心理学者エビングハウスが提唱したラーニングピ

ラミッドをご存じでしょうか。エビングハウスの研究によると、学習方法によって学習

定着率に差があるというもので、実はただ授業を聞くだけの講義では学習定着率は５％

しかありません。真面目に座って授業を聞いているのに…。そんな悲しい思いもすると

ころですが、その中でも一番良いとされているのは「人に教える」ことで、学習定着率

は９０％と言われています。人に教えることが恥ずかしいという人もいるでしょうが、

そんなときには保護者の方から聞かれる「今日の学校どうだった？」の質問に、「今日は

こんなことを習ったよ。」と説明するようにしてみましょう。３年後の進路実現に向けて、

ご家庭にも協力してもらってみてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年５月２日（木） 

東広島市立西条中学校 

第１学年 学年だより 

      ５月号 

平均学習定着率が向上する 

    「ラーニングピラミッド」 
 

 

 

「あい」

～「あい」の生まれる学年にしよう～ 



 

 

 

東広島警察署の交通課の方々に来ていただき、交通安全教室を開いていただきました。

生徒のみなさんが安全に登下校するために、大切なことをたくさん教えていただきまし

た。自転車は軽車両であり、自動車と同じようにたくさんのルールがあること。違反が

繰り返されると自動車と同じように罰せられること。事故が起きた時には、自分が被害

者であっても加害者であっても悲しい思いをしてしま

うこと。命に係わる重大な内容であったため、生徒のみ

なさんはとても真剣な顔で聞いていました。これから自

転車に乗って登下校する人も、そうでない人も、みんな

が気を付けて安全に登下校しましょう。 

 

 

 

最初の授業参観は道徳でした。どのクラスでもしっかりと議論が行われ、いじめにつ

いての考えを深めていました。また、いじめは表面上分かりにくいものもあります。SNS

関係などは表に出てくるまでに時間がかかることもあります。何か心配なことがあれば、

すぐに相談してください。事前にとったアンケートの結果から、生徒のみなさんは、自

分がやられるよりも、友達がやられる方が嫌だと感じることが多いということがわかり

ました。この学年が「あい」であふれるように、互いをよく見て、気になることがあれ

ば小さなことでも相談してください。２２２人みんなで良い学年にしていきましょう。 

 

☆５月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12日 水 交通安全教室   

13日 木 生徒会オリエンテーション 

14日 金 身体測定（1・2時間目） 

授業参観・PTA総会 

24日 月 午後 希望者対象二者懇談（～27日） 

西条中学校では、「夢と志を持ち、これからの時代を生き抜く人間の育成」を学校教育

目標とし、学校、家庭、地域で生徒を育てていきたいと考えています。本通信を通じて、

お子様の頑張っている様子などを少しでもお伝えできればと思います。お気づきの点や、

ご心配なことがありましたら学校へお知らせください。（西条中学校℡423-2529）  

 

5/１（水） 内科検診１～３組 

5/7 （火） 部活動懇談会（保護者）、PTA執行部会 

5/8 （水） ４時間授業 

5/13（月） 生徒総会 

5/15（水） 心電図検診１～３組、内科検診４～６組 

5/22（水） 耳鼻科検診 

5/23（木） 歯科検診１～３組、心電図検診４～６組 

       進路説明会 

5/24（金） 英語検定（希望者のみ）、５時間授業 

5/27（月） 全校朝会 

5/30（木） 歯科検診４～６組、体育大会予行 
保護者の皆様へ 


